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3 2025（令和7年）
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3月の税務と労務3月 （弥生）MARCH

20日・春分の日 国　税／�令和6年分所得税の確定申
告� 2月16日〜3月17日

国　税／�個人の青色申告の承認申請
� 3月17日

国　税／�贈与税の申告�
� 2月1日〜3月17日

国　税／�2月分源泉所得税の納付�
� 3月10日

国　税／�個人事業者の令和6年分消
費税等の確定申告� 3月31日

国　税／�1月決算法人の確定申告�
（法人税・消費税等）�3月31日

国　税／�7月決算法人の中間申告�
� 3月31日

国　税／�4月、7月、10月決算法人の消
費税等の中間申告�
（年3回の場合）� 3月31日

地方税／�個人の都道府県民税、市区
町村民税、事業税（事業所
税）の申告� 3月17日

　国税庁は今年1月から、書面で提出された申告書等の控えへの、
収受日付印の押なつを行わないこととしました。控えの収受日付
印以外で、申告書等の提出事実や提出年月日を確認する方法とし
ては、申告書等情報取得サービスや納税証明書の交付請求などに
より確認することができます。

収受日付印の押なつ廃止



3 月号─2

 

目
標
３ 

「
す
べ
て
の
人
に
健
康
と 

福
祉
を
」：
単
に
健
康
な
だ
け
で

な
く
精
神
的
に
も
経
済
的
に
も
良

い
状
態
を
目
指
す
と
い
う
考
え
方

で
す
。

 

目
標
８ 

「
働
き
が
い
も
経
済
成
長

も
」：
社
会
が
働
き
が
い
の
あ
る

人
間
ら
し
い
仕
事
を
増
や
す
こ
と

は
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
に
繋
が
る

取
り
組
み
で
す
。

　

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
と
は

　

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
と
は
日
本
語

で
は
福
祉
と
訳
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

身
体
的
・
精
神
的
・
社
会
的
に
良
好

な
状
態
で
あ
る
こ
と
で
す
。
ウ
ェ
ル

ビ
ー
イ
ン
グ
は
世
界
保
健
機
関

（
W
H
O
）憲
章
に
そ
の
源
流
が
あ
り

ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
流
行

後
、
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
や
副
業
な
ど

環
境
に
合
わ
せ
た
働
き
方
が
生
ま

れ
、
企
業
側
も
人
材
不
足
を
埋
め
る

た
め
健
康
を
重
視
し
た
健
康
経
営
で

働
き
方
そ
の
も
の
を
見
直
す
こ
と
に

な
り
、
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を
取
り

入
れ
る
企
業
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

価
値
観
の
多
様
化
も
進
み
、
個
々
に

合
っ
た
働
き
が
い
の
あ
る
職
場
環
境

の
提
供
は
労
働
者
が
や
り
が
い
を
も

っ
て
働
け
る
こ
と
に
な
り
、
結
果
、

国
連
未
来
サ
ミ
ッ
ト
で
「Beyond 

GD
P

」
の
概
念
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

G
D
P
（
国
内
総
生
産
）
は
経
済
活

動
の
規
模
を
示
す
重
要
な
指
標
で
す

が
、
生
活
の
質
や
環
境
の
持
続
可
能

性
な
ど
の
側
面
を
十
分
に
反
映
し
て

い
ま
せ
ん
。
従
来
の
G
D
P
を
補
完

す
るBeyond GD

P

指
標
は
ポ
ス
ト

S
D
G
s
を
念
頭
に
、
G
D
P
だ
け

で
は
測
れ
な
い
国
民
が
実
感
す
る
豊

か
さ
や
幸
せ
を
評
価
す
る
た
め
の
新

し
い
指
標
で
す
。

　
Beyond GD

P

指
標
は
３
つ
の
柱

で
成
り
立
っ
て
お
り
、
１
番
目
は「
ウ

ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
（
心
身
の
健
康
や

幸
福
）」、
２
番
目
の
「
生
命
と
地
球

の
尊
重
」
は
S
D
G
s
の
サ
ス
テ
ナ

ビ
リ
テ
ィ
と
一
致
す
る
概
念
、
３
番

目
は
S
D
G
s
の
精
神
を
受
け
継
ぐ

誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
「
格
差
の
縮

小
」
の
３
つ
の
柱
で
成
り
立
っ
て
い

ま
す
。
ポ
ス
ト
S
D
G
s
と
も
い
わ

れ
日
本
や
欧
州
で
特
に
重
視
さ
れ
て

い
る
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を
経
営
の

視
点
か
ら
み
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
と

　

S
D
G
s
と
の
関
係

　

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
と
関
係
す
る

S
D
G
s
の
目
標
は
３
と
８
で
す
。

　

経
済
・
社
会
・
環
境
の
調
和
を
目

指
す
S
D
G
s
は
、
国
連
が
２
０
１

５
年
９
月
か
ら
４
年
ご
と
に
「
S

 
D
 

G
s
サ
ミ
ッ
ト
」
を
開
催
し
議
論
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
次
の
開
催
は
２
０

２
７
年
で
す
が
、
あ
ま
り
に
範
囲
が

広
す
ぎ
て
何
を
目
指
し
て
い
い
の
か

わ
か
ら
な
い
と
い
う
声
も
あ
り
ま
す
。

S
D
G
s
は
２
０
３
０
年
が
達
成
期

限
と
な
り
ま
す
が
、
現
在
の
17
の
目

標
と
１
６
９
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
増
や

す
か
減
ら
す
か
、
新
し
い
目
標
を
立

て
る
か
、
国
際
的
な
議
論
が
動
き
始

め
て
い
ま
す
。

　

２
０
２
４
年
９
月
に
開
催
さ
れ
た

生
産
性
が
向
上
し
、
企
業
に
と
っ
て

も
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
に
な
る
の
で
す
。

　

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の

　

５
つ
の
構
成
要
素

　

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
は
、
次
の
５

つ
の
要
素
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
ま
す
。

こ
こ
で
は
、「
P
E
R
M
A
指
標
」と

「
ギ
ャ
ラ
ッ
プ
社
の
定
義
」
の
２
種
類

を
紹
介
し
ま
す
。

⑴　
「
P
E
R
M
A
」と
い
う
指
標

　

P
E
R
M
A
指
標
は
「
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
心
理
学
」で
有
名
な
マ
ー
テ
ィ
ン
・

セ
リ
グ
マ
ン
が
掲
げ
た
ウ
ェ
ル
ビ
ー

イ
ン
グ
状
態
の
概
念
で
す
。

①　

P
（Positive Em

otion

）：
ポ

ジ
テ
ィ
ブ
な
感
情
、
感
謝

②　

E
（Engagem

ent

）：
積
極
的

な
関
わ
り
、
何
か
へ
の
没
頭

③　

R
（Relationship

）：
他
人
と

の
良
好
な
関
係
、
協
力
、
援
助

④　

M
（M

eaning

）：
人
生
の
意
義

や
目
的
、
社
会
貢
献
、
利
他
行
為

⑤　

A
（A

ccom
plishm

ent

）：
達

成
感
、
成
果
を
あ
げ
る

⑵　

ギ
ャ
ラ
ッ
プ
社
の
定
義

　

も
う
一
つ
の
構
成
要
素
は
ア
メ
リ

カ
の
ギ
ャ
ラ
ッ
プ
社
が
示
す
も
の
で

す
。
ギ
ャ
ラ
ッ
プ
社
は
世
論
調
査
や

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
業
務
を
通
し
て

ポストSDGsポスト SDGs



3─ 3月号

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
る
ス
ペ

ー
ス
や
機
会
を
設
け
る
。
社
内
用

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル

を
導
入
し
、
誰
も
が
発
言
し
や
す

い
環
境
を
つ
く
る

 

例
２ 

健
康
診
断
や
予
防
接
種
の
実

施
、
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
、
産
業

医
へ
の
相
談
窓
口
や
フ
ィ
ッ
ト
ネ

ス
な
ど
の
健
康
施
設
を
設
置
す
る

 

例
３ 

長
時
間
労
働
の
是
正
、
有
給

休
暇
取
得
が
し
や
す
い
雰
囲
気
づ

く
り

 

例
４ 

経
営
者
か
ら
積
極
的
に
長
期

的
ビ
ジ
ョ
ン
を
発
信
し
企
業
の
存

在
意
義
や
方
向
性
を
共
有
す
る

　

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
に

　

国
際
規
格（
I
S
O
規
格
）

　

２
０
２
４
年
11
月
に
国
際
標
準
化

機
構
（
I
S
O
）
が
、
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ

ン
グ
の
指
標
づ
く
り
に
役
立
つ
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
に
あ
た
る
規
格
を
発
行
し

ま
し
た
。
こ
の
規
格
は
、
ウ
ェ
ル
ビ

ー
イ
ン
グ
向
上
の
手
順
を
示
し
て
い

ま
す
。

　

ま
ず
、
企
業
の
社
長
な
ど
議
論
を

主
導
す
る
人
物
を
決
め
ま
す
。
次
に

仕
事
へ
の
意
欲
や
幸
福
感
な
ど
主
観

的
な
指
標
と
業
績
な
ど
の
客
観
的
な

指
標
の
測
り
方
を
決
め
ま
す
。
続
い

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
に
役
立
つ
デ
ー

タ
を
提
供
し
て
い
る
会
社
で
す
。

①　

Career w
ell-being

：
仕
事
、

趣
味
、
勉
強
な
ど
の
楽
し
み
を
も

っ
て
い
る
か

②　

Social w
ell-being

：
良
好
な

人
間
関
係
を
築
け
て
い
る
か

③　

Financial w
ell-being

：
経
済

的
に
満
足
し
て
い
る
か

④　

Physical w
ell-being

：
心
身

と
も
に
健
康
で
あ
る
か

⑤　

Com
m

unity w
ell-being

：
地

域
社
会
と
繋
が
っ
て
い
る
か

　

こ
の
よ
う
に
、
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン

グ
の
構
成
要
素
に
は
⑴
⑵
の
定
義
が

あ
り
、
ど
れ
か
が
欠
け
る
と
幸
せ
の

ダ
メ
ー
ジ
に
な
る
た
め
、
５
つ
の
構

成
要
素
を
網
羅
的
に
満
た
し
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
す
。

　

ビ
ジ
ョ
ン
ゼ
ロ
活
動

　

ビ
ジ
ョ
ン
ゼ
ロ
活
動
と
は
安
全
、

健
康
、
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
３
つ

の
視
点
か
ら
事
故
や
疾
病
、
職
業
病

を
未
然
に
防
ぎ
ゼ
ロ
ア
ク
シ
デ
ン
ト

を
目
指
す
活
動
で
す
。
国
際
労
働
機

関
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
世
界
中
で
毎

年
３
億
１
７
０
０
万
件
も
の
事
故
が

職
場
で
発
生
し
、
そ
の
経
済
的
負
担

は
世
界
全
体
の
国
内
総
生
産
の
４
％

に
相
当
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

最
も
大
切
な
資
産
で
あ
る
従
業
員

を
守
る
た
め
ト
ッ
プ
が
「
ビ
ジ
ョ
ン

ゼ
ロ
宣
言
」
を
掲
げ
、
積
極
的
な
姿

勢
を
社
内
外
に
強
く
発
信
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

　

企
業
が
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を

　

導
入
す
る
メ
リ
ッ
ト

★
生
産
性
向
上
：
働
き
が
い
の
あ
る

業
務
に
意
欲
的
に
取
り
組
め
ば
、

企
業
の
生
産
力
、
品
質
サ
ー
ビ
ス

な
ど
が
ア
ッ
プ
し
顧
客
満
足
度
が

向
上
し
ま
す
。

★
人
員
確
保
：
多
様
な
働
き
方
や
ワ

ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
が
実
現
で

き
れ
ば
、
人
材
の
流
出
を
防
げ
ま

す
。
給
与
面
だ
け
で
な
く
自
分
ら

し
く
働
け
る
環
境
の
企
業
は
、
優

秀
な
人
材
確
保
に
繋
が
り
ま
す
。

★
企
業
価
値
の
向
上
：
E
S
G
投

資
、
つ
ま
り
、
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン

グ
と
重
な
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
格
差
の

撤
廃
や
労
働
者
の
権
利
の
保
護
に

配
慮
し
て
い
る
企
業
に
投
資
す
る

動
き
が
活
発
で
す
。

　

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ

　

取
り
組
み
の
具
体
例

 

例
１ 

社
員
同
士
が
よ
り
良
い
コ
ミ

て
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
な
ど
を
も
と
に

社
員
の
性
格
や
部
署
の
相
性
な
ど
人

工
知
能
（
A
I
）
で
分
析
す
る
ツ
ー

ル
を
使
い
人
事
面
談
や
労
働
環
境
の

改
善
で
人
員
配
置
に
生
か
し
ま
す
。

社
員
に
合
っ
た
環
境
で
働
き
が
い
が

高
ま
る
こ
と
が
利
点
で
す
。

　

企
業
に
と
っ
て
も
、
幸
福
度
向
上

に
関
心
が
強
い
企
業
と
み
な
さ
れ
、

新
卒
や
中
途
採
用
で
優
秀
な
人
材
を

集
め
や
す
く
な
り
企
業
の
将
来
性
が

高
ま
り
ま
す
。

　

終
わ
り
に

　

大
阪
万
博
が
２
０
２
５
年
４
月
か

ら
も
う
間
も
な
く
開
催
さ
れ
ま
す
。

メ
イ
ン
テ
ー
マ
は
「
い
の
ち
輝
く
未

来
社
会
の
デ
ザ
イ
ン
」
で
す
。
ポ
ス

ト
S
D
G
s
と
言
わ
れ
る
ウ
ェ
ル
ビ

ー
イ
ン
グ
の
考
え
方
と
重
な
る
テ
ー

マ
が
、
ど
の
よ
う
に
万
博
に
反
映
さ

れ
る
か
も
注
目
さ
れ
ま
す
。

　

働
く
こ
と
へ
の
価
値
観
や
満
足
度

は
個
人
差
が
あ
り
ま
す
。
ウ
ェ
ル
ビ

ー
イ
ン
グ
が
言
葉
だ
け
の
上
滑
り
に

な
ら
な
い
よ
う
に
「
働
き
方
改
革
」

か
ら
「
働
き
が
い
改
革
」
へ
、
人
生

１
０
０
年
時
代
を
長
く
輝
き
続
け
て

も
ら
う
た
め
に
、
経
営
者
の
地
道
な

試
行
錯
誤
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。



3 月号─4

　日本ではこれまで終身雇用・年功序列が
根強く、転職回数は平均2.8回です。この
流動性の低さは低賃金の一要因ともいわれ
ています。一方、アメリカの転職回数は平
均11.7回（米労働省労働統計局の調査）と
18歳から56歳までの間に実に3、4年ご
とに1回ペースで転職していることになり
ます。この日米の違いは、雇用システムが
異なることによります。日本の場合、新卒
者を一括採用し後から仕事を割り当てる
「メンバーシップ型雇用」が一般的で、様々
な部署や職種を経験して出世するため、勤
続年数が長いほど退職金も増える制度が特
徴的です。一方、米国の労働者は「職種」
でキャリアを形成するため、多くの企業が
「ジョブ型雇用」を採用し、職務内容や条件
を明確に定義した上で雇用契約を締結しま
す。専門性を武器に待遇が良い職場を探す
ことになり、転職＝昇進や昇給といった意

味合いを持ちます。
　総務省の労働力調査（2023年）では日本
の転職希望者が初めて1,000万人を超え、
10年間で約25％増加しました。いまや出
生者数が70万人を割り込むペースで少子
化が進む中、新卒一括採用では立ち行かな
い企業が増え、今後雇用環境は大きく変化
します。正社員の転職経験率が3.7％（16
年）から7.5％（23年）に倍増し、転職で年
収が上がった人の割合も39.1％（23年）と
なっています（マイナビ転職動向調査によ
る）。
　日本経済を成長させるには即戦力となる
経験者の中途採用が重要視され、人材の流
動性を高めることが不可欠です。転職者は
仕事が続かない人などのマイナスイメージ
がまだ残っていますが、自己啓発やスキル
アップを個人として続ける姿勢が大切です。
転職が当たり前になる時代が到来し、アメ
リカのように業績悪化にともないレイオフ
（一時解雇）もあり得るため、解雇ルールの
明確化も迫られます。

日本の転職回数

　相手の住所がわからなくても贈れる「ソー
シャルギフト」を利用する人が、ここ3年
で倍増しており、若者だけでなく50代後
半でも1割弱が利用した経験があるなど、
すべての世代で利用者が増えています。
　ソーシャルギフトは、贈り主がオンライ
ンでURLを送ると、受け取る側が自分で
住所や電話番号、配達希望日、商品の味や
化粧品の色など、好みに応じて選び受け取
れます。また、贈り主が決済すると受け取
る側はすぐに利用できるため、母の日や父
の日の当日にふと気づいてメッセージとと
もに贈るといったことも可能で、昨年の流
通額は前年の6割増になったといいます。
　高島屋など百貨店でも、熨斗をかけたソー
シャルギフトをはじめ、取扱う品数も増え
ています。個人情報保護の観点から、住所
を知らずとも親しい間柄で個人的な気持ち
を伝えるソーシャルギフトの利用は、今後
も必然的に増えていきそうです。

ソーシャルギフト　
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